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令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

●地域クラブ活動の概要

 ・「非常に満足した」「満足した」に回答した生徒の合計は80％以上となり、参加した生徒にとって、非常に満足度の高い取組となった

 ・対象校の部活動種目にない種目や障がいの有無に関係なく楽しめる水泳教室を開催、各種目3回の活動のうち1回をプロ・アスリートによる指導日とするな

ど、活動内容の魅力化に努めた

 ・募集リーフレット記載の二次元コードから民間事業者のシステムにアクセスして申込み、集合場所や持ち物等の情報や当日の出欠確認もシステム上で管理し、

生徒や保護者の利便性を図った

（１）運営類型：民間スポーツ事業者運営型

（２）運営主体：リーフラス株式会社

（３）種      目：陸上男女・男子バスケ・女子バスケ・空手・サッカー男女・ダンス

男女・男子バレー・女子バレー・野球男女・卓球男女・バドミント

ン男女・女子ソフトテニス・ラグビー男女・少林寺拳法男女・茶道

吹奏楽男女・柔道・ボート男女・水泳

（４）指導者の主な属性：主任：事業者社員、 副主任：運営主体による公募

（５）１か月あたりの平均的な活動回数：10月から2月まで各種目3回ずつ

（６）主な活動場所：拠点校の施設

（７）主な移動手段：徒歩もしくは自転車

（６）１人あたりの参加会費等（年額）：無料（委託料に含む）

（７）１人あたりの保険料：生徒無料／指導者無料（委託料に含む）

・少子化の進展と生徒数の減少・・・
１５歳未満の人口が2045年には2020年の約６割となる区が市内に複数存在、生徒が将来にわたってスポーツ・文化芸術に触れる機会の確保が必要
・部活動改革と教員の働き方改革・・・
部活動指導員の活用では530人分の予算措置を行って顧問教員の負担軽減を図り、合同部活動等の地域連携を積極的に推進
部活動を何らかの形で負担と感じている教員の割合が8割に及ぶことから、顧問教員の負担軽減に引き続き取り組むことが必要

・桜宮高校を拠点とした桜宮スポーツクラブのほか市内4区において２～３校を対象として７～８種目を各３回、民間事業者に運営委託をして実施

・所属する部活動種目に関わらず、様々な種目を毎回自由に選択でき、拠点によっては他の中学校や校下小学生、高校生と活動できる機会を創出

・指導者は各種目２名体制とし、主任指導者は民間事業者の社員を配置、副主任指導者は民間事業者が地域人材を募集する形式を採用
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